
二
条
良
基
の
「
小
島
の
口
ず
さ
み
」
と
「
源
氏
物
語
」

南
北
朝
の
動
乱
の
最
中
、
足
利
義
詮
の
要
請
と
祖
母
広
義
門
院
に
擁
立
さ
れ
、

後
光
厳
天
皇
が
践
絆
し
た
の
は
、
文
和
元
年
（
二
重
一
）
八
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
年
の
暮
れ
に
は
、
直
冬
が
南
朝
に
く
だ
り
、
幕
府
軍
と
対
抗

す
べ
く
南
軍
と
協
力
体
制
を
整
え
、
翌
文
和
二
年
五
月
に
は
、
京
都
侵
入
が
開

始
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
幕
府
に
反
感
を
抱
く
直
義
派
の
武
将
の
動
き
も
活

発
と
な
る
。
か
か
る
状
況
の
な
か
で
、
五
月
二
十
四
日
、
幕
府
は
南
軍
の
袈
米

に
備
え
、
後
光
厳
天
皇
の
二
条
良
基
邸
へ
の
行
幸
を
奏
請
す
る
。
そ
の
理
由
を

（1）

「
園
太
暦
」
で
洞
院
公
賢
は
、
「
今
日
闇
、
可
臨
幸
関
白
押
小
路
亭
之
旨
、
武

家
奏
聞
、
是
義
詮
朝
臣
四
條
坊
門
富
小
路
私
宅
、
近
々
守
謹
中
之
支
度
敗
」
、

即
ち
、
良
基
の
押
小
路
事
が
義
詮
の
四
条
坊
門
富
小
路
の
私
宅
に
近
く
、
守
護

し
ゃ
す
い
か
ら
か
と
臆
測
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
同
月
二
十
六
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
行
幸
は
、
・
「
公
卿
無
領
状
之
故
－
雲
、
或
云
、
本
所
卒
繭
之
問
、
鏑
設
以

下
無
用
意
之
故
欺
云
々
」
　
（
園
太
暦
）
と
い
う
こ
と
で
延
引
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
南
軍
の
攻
撃
は
一
段
と
教
化
し
、
京
都
に
迫
っ
た
の
で
、
六
月
六

日
に
天
皇
は
良
基
の
押
小
路
事
に
行
幸
、
さ
ら
に
「
申
斜
許
俄
行
幸
山
門
」
と

延
暦
寺
に
移
る
。
良
基
も
こ
の
日
、
典
に
来
っ
て
延
暦
寺
に
向
っ
た
と
い
う

（
園
太
暦
）
。

稲
　
　
田
　
　
利
　
　
徳

つ
い
で
六
月
九
日
、
南
軍
の
楠
木
正
俵
・
石
塔
折
房
ら
は
、
山
名
時
氏
ら
の

軍
と
合
体
し
て
京
都
市
中
に
侵
入
、
義
詮
を
神
楽
岡
・
吉
田
河
原
の
戦
い
で
破

っ
た
。
た
め
に
義
詮
は
南
軍
を
支
え
き
れ
ず
、
遂
に
京
都
を
放
棄
、
比
叡
山
で

難
を
避
け
て
い
た
後
光
厳
天
皇
を
伴
い
、
近
江
か
ら
美
濃
へ
敗
走
、
六
月
十
三

日
、
美
濃
の
国
の
小
島
（
岐
阜
県
揖
斐
郡
）
を
行
宮
の
地
と
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
京
都
を
占
領
し
た
南
軍
は
、
公
賢
を
太
政
大
臣
に
任
じ
、
天
皇
に
随

行
し
た
貴
族
の
邸
宅
な
ど
を
没
収
、
天
皇
践
辞
に
関
係
し
た
烹
族
を
免
官
す
る

と
い
う
報
復
手
段
を
と
っ
た
。
良
基
も
践
辞
の
位
の
談
合
を
沙
汰
し
た
と
し

て
、
「
関
自
家
記
文
書
悉
収
レ
公
」
（
園
太
暦
、
同
年
七
月
十
一
日
の
粂
）
と
い

ぅ
憂
目
に
あ
う
。
か
か
る
不
穏
な
情
勢
の
な
か
で
、
そ
の
成
り
行
き
を
、
二
尊

院
の
南
に
あ
る
中
院
の
草
庵
に
引
き
預
っ
て
眺
め
て
い
た
良
基
は
、
七
月
二
十

日
過
ぎ
、
そ
こ
を
出
発
、
小
島
の
行
宮
を
め
ざ
し
て
旅
立
っ
た
。
こ
の
時
の
紀

行
文
が
、
こ
こ
で
対
象
に
と
り
あ
げ
る
「
小
島
の
口
ず
さ
み
」
（
「
を
じ
ま
の
す

さ
み
」
・
「
良
基
公
紀
行
」
・
「
美
濃
行
幸
路
記
」
と
も
別
称
）
で
あ
る
。

な
お
「
園
太
暦
」
　
（
八
月
五
日
の
条
）
は
、
こ
の
良
基
の
小
島
の
行
宮
行
き

に
対
し
て
、二
條
関
白
良
基
公
去
月
廿
七
日
被
参
濃
州
欺
云
々
。
去
月
廿
日
比
腔

病
、
而
依
□
越
坂
本
、
自
彼
被
参
、
近
術
前
関
白
・
右
府
・
此
関
白
三

人
被
参
之
由
［
〓
］
應
其
召
以
早
参
人
命
関
白
之
旨
沙
汰
云
々
。
而
近
衛
老



猶
先
陣
了
、
若
［
＝
］
近
日
風
名
利
曽
無
益
欺
、
為
之
如
何
云
々
。

と
い
う
記
事
、
即
ち
、
美
濃
の
行
宮
か
ら
、
近
衛
基
嗣
、
遺
嗣
、
二
条
良
基
の

三
人
の
う
ち
、
最
も
早
く
小
島
に
参
着
し
た
者
を
関
白
に
す
る
旨
が
あ
っ
た
の

で
、
良
基
は
痘
病
を
お
し
て
駆
け
付
け
て
行
っ
た
と
い
う
素
話
で
あ
る
。

二

さ
て
「
小
島
の
口
ず
さ
み
」
　
（
以
下
「
口
ず
さ
み
」
と
略
称
）
は
、
内
容
的

に
み
て
大
き
く
三
部
に
分
け
る
の
が
適
切
と
い
え
る
。

一
つ
は
、
文
和
二
年
七
月
二
十
余
日
に
郡
の
草
晦
を
旅
立
ち
、
途
中
、
守
山

・
銃
山
・
老
曽
の
杜
・
不
破
の
関
な
ど
の
著
名
な
歌
枕
の
地
を
実
見
し
、
そ
こ

こ
こ
に
感
興
を
催
し
な
が
ら
小
島
に
到
着
す
る
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
道
行
的
、

紀
行
文
的
な
性
格
を
有
す
る
部
分
、
二
つ
め
ほ
、
小
島
の
行
宮
で
の
詩
歌
会
を

は
じ
め
と
す
る
生
活
叙
述
の
な
さ
れ
た
、
い
わ
ば
小
島
滞
在
記
と
で
も
い
う
べ

き
部
分
、
さ
ら
に
三
つ
め
は
、
九
月
三
日
に
足
利
尊
氏
が
東
軍
を
領
導
し
て
垂

井
に
到
着
し
、
や
が
て
京
都
に
還
幸
す
る
ま
で
の
行
程
を
記
し
た
部
分
で
あ

る
。
「
口
ず
さ
み
」
の
従
前
の
研
究
に
は
、
早
く
福
井
久
放
氏
『
二
条
良
基
』
に

簡
単
な
解
題
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
前
半
部
と
後
半
部
の
一
貫
性
に
欠
け
る

要
因
な
ど
を
推
測
し
た
、
伊
藤
敬
氏
の
論
（
『
新
北
朝
の
人
と
文
学
』
所
収
）
、

執
筆
の
時
期
や
意
図
に
触
れ
た
、
杉
洒
清
志
氏
の
論
（
「
『
小
島
の
口
ず
さ
み
』

（2）

の
成
立
」
）
、
そ
れ
に
ご
く
最
近
刊
行
の
、
木
藤
才
蔵
氏
『
二
条
良
基
の
研
究
』

に
も
、
こ
の
作
品
に
触
れ
る
所
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
示
唆
深
い
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
従
前
の
研
究
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
「
ロ
ず
き
み
」
に
お
け

る
「
源
氏
物
語
」
の
影
響
の
痕
跡
を
辿
っ
て
み
た
い
。

「
口
ず
さ
み
」
に
お
け
る
「
源
氏
物
語
」
の
受
容
の
こ
と
は
、
早
く
、
吉
沢

（3）

義
則
氏
に
も
若
干
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
改
め
て
「
口
ず
さ
み
」
を
読
み
返
し

て
み
る
と
、
そ
の
影
響
関
係
は
、
単
に
表
現
面
の
摂
取
と
い
っ
た
次
元
を
越

え
、
作
品
自
体
の
構
想
と
も
緊
密
に
結
び
合
い
、
か
な
り
重
要
な
問
題
を
含
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
「
小
島
の
口
ず
さ
み
」
の
本
文
は
、
比
較
的
善
本
と
思
わ
れ
る
、
書

陵
部
本
「
を
じ
ま
の
す
さ
び
」
　
（
看
丁
書
八
）
を
底
本
に
用
い
、
適
宜
、
漢
字

宛
、
句
読
点
、
濁
占
憲
ど
を
施
し
て
判
読
し
や
す
く
し
た
。
さ
ら
に
、
群
書
類

従
巻
三
二
一
二
「
小
島
の
口
ず
さ
み
」
、
元
禄
七
年
版
本
「
を
じ
ま
の
す
さ
み
」
、

内
閣
文
庫
本
「
美
濃
行
幸
路
記
」
　
（
豆
－
≡
四
）
、
彰
考
餌
本
「
美
潰
行
幸
路

記
」
の
諸
本
で
も
っ
て
校
訂
し
た
。
校
訂
し
た
箇
所
は
、
本
文
を
括
弧
で
く
く

っ
て
お
く
が
、
ど
の
伝
本
に
依
拠
し
た
か
は
、
析
頬
に
な
る
の
で
割
愛
し
た
。

一
方
、
「
源
氏
物
語
」
は
日
本
古
典
文
学
大
系
の
本
文
で
引
用
す
る
。

三

良
基
が
「
源
氏
物
語
」
に
通
暁
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
連
歌
に
お
け
る
典

（1）

拠
と
し
て
「
源
氏
物
語
」
を
一
番
尊
癒
し
て
い
た
こ
と
は
、
「
筑
波
問
答
」
で
、

「
連
歌
稽
古
に
は
、
何
か
肝
要
の
物
に
て
侍
る
べ
き
」
と
の
質
問
に
対
し
、

こ
の
比
は
、
万
葉
は
や
り
て
侍
り
。
ま
こ
と
に
歌
の
根
源
に
て
あ
れ
ば

よ
く
〈
御
覧
ず
べ
き
に
や
。
そ
の
ほ
か
、
日
本
紀
・
風
土
記
は
国
の
名

所
の
お
こ
り
な
ど
書
き
た
る
物
な
れ
ば
、
深
く
稽
古
あ
ら
ん
人
は
御
覧
ず

べ
き
に
こ
そ
。
又
、
捌
矧
捌
謝
・
伊
勢
物
語
・
古
今
以
来
代
々
の
撰
集
の

よ
せ

名
寄
な
ど
や
う
の
物
を
、
常
に
見
給
ふ
べ
き
に
こ
そ
。

と
答
え
た
り
、
ま
た
、
連
歌
の
寄
合
に
関
し
て
も
、
「
源
氏
寄
合
ハ
第
一
事
也
」

（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

（
九
州
問
答
）
と
し
た
り
、
「
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
」
な
ど
の
作
成
に
関
与

（7）

し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
一
端
が
察
知
さ
れ
る
。



良
基
の
「
源
氏
物
語
」
　
へ
の
造
詣
の
深
さ
は
、
連
歌
作
品
ば
か
り
で
は
な

く
、
彼
の
日
記
、
紀
行
文
な
ど
の
著
作
類
に
も
反
映
し
て
い
る
。

ま
ず
、
「
小
島
の
口
ず
さ
み
」
の
冒
頭
は
、
次
の
よ
う
に
起
筆
さ
れ
る
。

，
小
倉
山
の
淀
、
中
院
の
草
の
魔
を
、
身
の
隠
れ
家
と
頼
み
侍
り
し
比
、

腔
病
に
さ
へ
煩
か
て
、
い
と
ど
露
の
命
も
消
え
ぬ
べ
き
心
地
し
て
、
物
心

細
か
り
し
か
は
、
万
に
呪
ひ
、
年
老
た
る
大
徳
な
ど
語
ら
ひ
て
、
）
さ
る
べ

ム

人
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き
符
作
り
、
加
持
な
ど
せ
し
か
ど
、
猶
お
こ
た
ら
ず
。
「
げ
に
、
（
u
u
d

ら
か
し
ぬ
る
よ
」
と
思
ひ
や
る
か
た
ぞ
な
か
り
し
。

草
庵
に
引
き
寵
も
る
隠
遁
的
な
生
活
状
態
と
執
拗
な
病
気
に
悩
ま
さ
れ
る
我
が

身
を
嘆
息
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
「
源
氏
物
語
」
若
紫
の
巻
の
冒
頭
部
文
、

わ
ら
は
病
に
わ
づ
ら
ひ
給
ひ
て
、
よ
ろ
づ
に
、
ま
じ
な
ひ
・
加
持
な
ど

ま
ゐ
ら
せ
給
ヘ
ビ
、
し
る
し
な
く
て
、
あ
ま
た
ゝ
び
起
り
給
へ
ば
、
あ
る

人
、
「
北
山
に
な
む
、
な
に
が
し
寺
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
、
か
し
こ
き
行
ひ

人
侍
る
。
去
年
の
夏
も
、
世
に
お
こ
り
て
、
ひ
と
み
＼
、
ま
じ
な
ひ
わ
づ

◎
　
　
　
　
　
－

ら
ひ
し
を
、
や
が
て
、
と
ゞ
む
る
た
ぐ
ひ
、
あ
ま
た
侍
り
き
。
し
⊥
こ
ら

刺
u
d
l
刹
時
は
、
う
た
て
侍
る
を
、
と
く
こ
そ
心
み
さ
せ
給
は
め
」
な
ど
、

き
こ
ゆ
れ
ば
、

と
い
う
周
知
の
場
面
を
念
頭
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
察
さ
れ

（

8

一
る
。若
紫
の
冒
頭
は
、
源
氏
が
「
わ
ら
は
病
」
の
治
療
の
た
め
に
、
北
山
の
優
れ

た
行
者
の
許
を
訪
れ
る
場
面
で
あ
る
が
、
良
基
自
身
も
「
療
病
」
に
か
か
っ
て

い
た
こ
と
（
川
と
①
）
、
あ
れ
こ
れ
加
持
所
持
す
る
け
れ
ど
も
治
癒
し
な
い
様

子
（
用
間
と
⑧
⑧
）
、
そ
れ
に
「
L
L
こ
ら
か
す
」
　
（
伸
と
④
）
と
い
う
特
殊

な
言
葉
の
一
致
な
ど
か
ら
み
て
、
良
基
が
「
源
氏
物
語
」
を
重
層
さ
せ
な
が
ら

執
筆
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
（
囚
み
に
「
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
」
や

「
源
氏
中
断
山
で
も
、
若
紫
の
巻
の
源
氏
寄
合
と
し
て
「
わ
ら
は
や
み
焙
病

也
」
を
指
示
す
る
）
。

こ
の
よ
う
に
良
基
は
、
自
身
を
光
源
氏
の
立
場
と
重
ね
て
記
述
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
や
が
て
良
基
が
美
濃
の
小
島
の
行
宮
へ
出
発

す
る
こ
と
と
、
光
源
氏
が
須
磨
に
下
る
こ
と
と
を
重
層
さ
せ
る
端
緒
と
な
っ
て

い
る
。
良
基
が
、
須
磨
へ
下
る
以
前
の
光
源
氏
の
足
跡
の
な
か
で
、
敢
え
て
若

紫
の
巻
の
源
氏
と
重
ね
た
の
は
、
良
基
自
身
、
ま
さ
し
く
「
腔
病
」
を
煩
っ
て

い
た
こ
と
（
同
大
暦
）
、
そ
れ
に
、
若
紫
の
巻
の
北
山
の
場
面
は
、
良
活
が
「
西

の
国
の
、
お
も
し
ろ
き
涌
く
」
と
し
て
、
「
近
き
所
に
は
、
播
磨
の
明
石
の

活
こ
そ
、
な
ほ
、
殊
に
侍
れ
」
と
語
り
、
後
に
源
氏
が
須
磨
・
明
石
に
下
る
伏

線
を
な
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
関
連
し
て
い
よ
う
。

「
口
ず
さ
み
」
は
、
冒
頭
の
部
分
に
続
い
て
、
都
を
旅
立
つ
と
き
の
様
子
を

「
七
月
二
十
日
あ
ま
り
、
㈲
矧
叫
印
判
矧
感
謝
到
吋

輩
の
魔
を
立
ち
出
で
て

東
路
遠
く
思
ひ
立
つ
」
と
記
す
。
こ
の
場
面
は
、
源
氏
が
須
磨
に
下
る
前
、
左

大
臣
邸
へ
暇
乞
い
に
行
き
、
一
泊
し
て
、
「
明
け
ぬ
れ
ば
、

夜
ふ
か
く
出
で
給

ふ
に
、
有
明
の
月
い
と
を
か
し
」
と
い
う
場
面
と
か
、
須
磨
出
発
の
当
日
の

「
例
の
、
夜
深
く
出
で
給
ふ
。
（
中
略
）
月
影
に
い
み
じ
う
を
か
し
げ
に
居
給

へ
り
」
な
ど
を
重
ね
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

要
す
る
に
、
良
基
は
「
口
ず
さ
み
」
執
筆
に
際
し
、
美
濃
国
小
島
の
行
宮
へ

下
る
自
身
を
（
東
と
西
と
方
角
は
反
対
で
は
あ
る
が
）
、
須
磨
に
下
る
源
氏
の

行
動
と
重
層
さ
せ
よ
う
と
す
る
構
想
を
抱
い
て
い
た
と
臆
測
さ
れ
る
の
で
あ

る
。都
に
、
紫
の
上
を
は
じ
め
、
多
数
の
親
愛
な
る
人
達
を
残
し
て
須
磨
に
退
去

す
る
源
氏
の
悲
痛
な
心
境
は
、
南
軍
の
占
領
下
の
も
と
で
百
日
目
に
あ
い
、
後
ろ

髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
美
也
の
頓
宮
に
向
う
良
基
白
身
の
心
境
と
響
き
合
う
も



の
が
あ
っ
て
の
目
論
み
と
思
わ
れ
る
。

京
都
を
出
離
し
た
艮
基
は
、
そ
の
後
、
守
山
・
野
路
の
篠
原
・
鏡
山
・
老
哲

の
杜
・
犬
上
・
烏
龍
の
山
・
伊
吹
の
岳
・
小
野
・
醒
が
井
・
不
破
の
関
・
関
の

藤
川
な
ど
の
名
所
歌
枕
の
地
や
風
光
を
挑
め
な
が
ら
、
興
に
乗
っ
て
の
旅
を
続

け
る
。
そ
し
て
、
歌
枕
を
実
際
に
見
聞
し
、
「
名
は
こ
と
ご
と
し
け
れ
ど
、
さ

し
て
見
所
な
し
」
　
（
守
山
）
と
落
阻
し
た
り
、
あ
る
と
き
は
「
山
も
と
か
け
て

な
が
め
の
末
、
い
と
見
所
多
し
」
　
（
老
曽
の
杜
）
と
感
興
を
催
し
て
和
歌
を
詠

出
し
た
り
す
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
道
行
的
な
文
章
に
は
、
「
源
氏
物
語
」
を
強
く
意
識
し
た

部
分
は
見
当
ら
ず
、
専
ら
「
古
今
集
」
を
は
じ
め
と
す
る
歌
集
の
世
界
と
の
交

感
が
主
軸
を
な
し
て
い
る
。
当
然
、
「
源
氏
物
語
」
を
想
起
し
て
よ
い
地
名
1

例
え
ば
「
小
野
」
　
（
滋
賀
県
彦
棍
市
小
野
町
）
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
「
比

の
所
の
同
じ
名
は
、
古
き
歌
な
ど
に
も
多
く
侍
れ
ど
、
惟
喬
の
親
王
の
住
み
か

な
ら
わ
は
、
思
ひ
や
る
も
、
物
浅
き
心
地
ぞ
せ
し
」
と
洩
ら
す
。
即
ち
、
こ
の

「
小
野
」
は
、
「
伊
勢
物
語
」
　
（
第
八
十
三
段
）
に
み
え
る
、
惟
喬
親
王
の
隠

棲
の
地
、
「
比
叡
の
山
の
ふ
も
と
」
の
「
小
野
」
と
同
名
だ
が
、
彼
の
持
っ
た

土
地
で
は
な
い
の
で
感
興
も
湧
か
な
い
と
通
過
す
る
。
比
叡
山
の
麓
の
坂
本
の

小
野
品
は
、
惟
香
親
王
だ
け
で
な
く
、
古
来
、
無
用
者
や
世
捨
人
の
寵
る
空

間
で
あ
り
、
「
源
氏
物
語
」
で
も
、
横
川
僧
都
や
そ
の
妹
の
尼
、
そ
れ
に
、
落

葉
官
、
浮
舟
な
ど
が
隠
接
し
た
土
地
で
も
あ
っ
た
が
、
良
基
は
、
た
だ
「
伊
勢

物
語
」
に
触
れ
る
だ
け
で
、
「
源
氏
物
語
」
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

四

良
基
は
、
普
通
な
ら
二
、
三
日
で
到
着
で
き
る
行
程
を
、
病
気
に
悩
ま
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
五
、
六
日
を
要
し
て
、
や
っ
と
小
島
の
頓
官
に
辿
り
着

く
。
そ
し
て
、
頓
官
を
取
り
囲
む
深
山
の
荒
涼
た
る
光
景
を
一
見
し
、
次
の
よ

う
な
衝
撃
を
受
け
る
。

（
見
）
も
習
は
ね
所
の
け
し
き
、
左
も
右
も
、
そ
び
え
た
る
山
に
雲
い
と

探
う
か
か
り
て
、
さ
ら
に
晴
間
な
し
。
げ
に

又
な
う
哀
れ
な
る
も
の
は

か
か
る
所
な
り
け
る
。

時
L
も
秋
の
深
山
の
あ
り
さ
ま

た
だ
を
し
こ
め

て
言
ひ
知
ら
ぬ
物
の
あ
は
れ
、
い
は
ん
か
た
な
し
。

庇
の
音
・
虫
の
芦
も

か
の
松
蔭
に
て
開
き
し
秋
は
、
も
の
の
数
な
ら
ず
覚
え
L
は
、
た
だ
所
が

ら
の
思
ひ
な
し
に
や
。

（11）

こ
の
括
写
は
、
す
で
に
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
光
源
氏
の
配
流
の
地
の
須
磨
の

著
名
な
描
写
で
あ
る
、

須
磨
に
は
、
い
と
ゞ
心
づ
く
し
の
秋
風
に
、
海
は
す
こ
し
と
は
け
れ
ど
、

行
平
の
中
納
言
の
、
「
閑
ふ
き
越
ゆ
る
」
と
言
ひ
け
む
澗
波
、
夜
〈
は

げ
に
、
い
と
近
う
聞
え
て
、
ま
た
な
く
、
あ
ほ
れ
な
る
も
の
は

所
の
秋
な
り
け
り
。

か
ゝ
る

（
須
磨
）

を
想
像
し
て
記
し
て
い
る
。
特
に
俳
線
部
分
は
「
源
氏
物
語
」
の
本
文
を
ほ
と

ん
ど
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ど
う
や
ら
、
良
基
は
、
小

島
の
頓
官
の
地
を
、
源
氏
の
配
流
の
地
で
あ
る
須
磨
と
重
ね
よ
う
と
企
図
し
て

い
た
ら
し
い
（
な
お
、
波
線
以
下
の
描
写
も
、
賢
木
の
巻
で
、
源
氏
が
、
嵯
峨

の
野
宮
の
六
条
御
息
所
を
訪
れ
る
場
面
を
も
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
）
。

小
島
の
頓
官
に
あ
っ
て
、
良
基
は
ま
ず
叔
父
良
冬
の
宿
所
に
入
店
し
た
が
、

「
こ
の
宿
の
あ
り
さ
ま
、
茅
が
軒
端
、
竹
の
編
戸
、
ま
ば
ら
な
る
聖
子
よ
り
、

風
も
た
ま
ら
ず
吹
き
あ
げ
て
、
一
夜
だ
に
猶
宿
り
が
た
し
」
と
慨
嘆
し
、
さ
ら

に
頓
宮
を
眼
前
に
し
て
、
「
こ
の
あ
た
り
に
は
稀
な
る
板
茸
な
れ
ど
、
山
は
さ

な
が
ら
軒
端
に
て
、
雲
霧
の
晴
間
な
し
」
と
描
写
す
る
が
、
こ
れ
も
、
直
接
そ

の
表
現
を
摂
取
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
源
氏
の
須
磨
の
侍
び
住
い
を
綴
っ
た



「
所
の
さ
ま
、
絵
に
書
き
た
ら
む
や
う
な
る
に
、
竹
編
め
る
垣
し
わ
た
し
て
、

石
の
階
・
松
の
柱
お
ろ
そ
か
な
る
も
の
か
ら
、
珍
ら
か
に
を
か
し
」
　
（
須
磨
）

な
ど
も
念
頭
に
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
小
島
の
頓
官
は
深
山
の
中
に
あ
る
の
に
対
し
、
源
氏
の
流
誼
の

地
は
、
「
お
は
す
べ
き
所
は
、
行
平
の
中
納
言
の
、
『
謀
湖
た
れ
つ
⊥
わ
び
』

け
る
家
居
、
近
き
わ
た
り
な
り
け
り
。
海
面
は
や
ゝ
入
り
て
、
あ
は
れ
に
、
す

ご
げ
な
る
山
な
か
な
り
」
　
（
須
磨
）
と
さ
れ
る
も
の
の
、
海
浜
に
近
い
所
に
あ

った。都
を
逃
れ
き
た
っ
た
場
所
が
、
良
基
の
場
合
は
深
山
、
源
氏
は
海
浜
の
近
く

で
あ
っ
た
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
良
基
の
い
る
場
所
を
源
氏
の
配
流
の
場
所
と

重
層
さ
せ
る
の
に
、
い
さ
さ
か
融
合
し
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

頓
官
で
良
基
は
天
皇
か
ら
、
「
こ
れ
ま
で
参
り
ぬ
る
う
へ
は
、
床
を
並
べ
ん

契
り
、
さ
ら
に
変
り
侍
ら
じ
」
と
の
懇
ろ
な
言
薬
を
か
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
、

彼
は
、知
ら
ざ
り
き
な
ら
は
ぬ
山
の
陰
ま
で
も
床
を
並
べ
ん
契
り
あ
り
と
は

と
詠
じ
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
「
神
代
を
か
け
た
る
古
事
ど
も
取
り
出
で
た
る
も
、

い
と
お
こ
が
ま
し
く
や
」
と
苦
笑
し
て
い
る
。
こ
の
「
神
代
を
か
け
た
る
古
事
」

（12）

と
は
、
「
日
本
書
紀
」
（
神
代
巻
）
の
「
海
官
遊
幸
」
で
、
「
海
神
開
き
て
日
く
、

み

『
試
み
に
以
て
察
む
』
と
言
ひ
て
、
す
な
は
ち
ヨ
叫
劇
を
設
け
て
請
人
さ
し

む
」
と
、
海
王
が
三
つ
の
床
を
並
べ
て
、
山
幸
彦
を
招
じ
入
れ
た
と
い
う
故
事

を
念
頭
に
し
て
い
る
の
か
と
思
う
が
、
天
皇
の
「
床
を
並
べ
ん
契
り
」
に
着
目

し
、
こ
ん
な
深
山
の
蔭
に
も
、
あ
の
海
中
の
ご
と
き
「
床
を
並
べ
ん
契
り
」
が

あ
っ
た
の
か
と
戯
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
発
想
を
と
る
こ
と
自
体
、

こ
の
小
島
の
地
が
、
海
辺
で
あ
れ
ば
、
な
お
い
っ
そ
う
、
源
氏
の
ケ
ー
ス
と
一

致
す
る
で
あ
ろ
う
の
に
と
い
っ
た
意
識
が
、
良
基
の
脳
裡
に
や
ど
っ
て
い
た
た

め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

小
島
で
生
活
す
る
良
基
の
心
境
は
、
「
日
数
の
み
ふ
る
雨
の
中
、
い
と
ど
晴

れ
ぬ
雲
井
は
、
山
高
き
心
地
し
て
、
物
む
つ
か
し
」
と
憂
鬱
な
思
い
に
閉
ざ
さ

れ
て
い
る
。
都
か
ら
来
た
殿
上
人
達
が
、
そ
れ
ぞ
れ
名
所
見
物
に
出
か
け
て

も
、
良
基
は
「
猶
心
に
茂
る
八
重
葎
の
露
け
さ
に
、
さ
や
う
の
友
に
だ
に
誘
は

れ
ず
、
あ
か
し
く
ら
す
も
、
た
だ
わ
が
身
ひ
と
つ
の
秋
と
の
み
覚
え
て
、
い
と

慰
（
め
）
が
た
し
」
な
ど
と
古
歌
を
引
用
し
な
が
ら
孤
独
な
愁
い
を
か
こ
ち
、

一
日
も
早
く
、
鎌
倉
大
納
言
（
足
利
尊
氏
）
の
援
軍
が
到
着
し
、
都
に
凱
旋
す

る
日
を
待
望
し
て
い
る
。

こ
の
鬱
々
た
る
心
境
は
、
須
磨
に
あ
っ
て
、
「
雲
間
も
な
く
て
、
明
け
着
る

⊥
日
数
に
そ
へ
て
、
京
の
方
も
、
い
と
ど
お
ぼ
つ
か
な
く
」
　
（
明
石
）
と
都
に

残
し
た
人
々
を
思
い
や
り
、
枕
も
浮
く
ば
か
り
浜
す
る
、
光
源
氏
の
心
情
と
共

鳴
し
あ
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
「
ロ
ず
さ
み
」
の
な
か
で
、

八
月
十
五
夜
の
月
を
見
て
、

習
は
ぬ
山
の
御
住
居
、

蘭
世
づ
か
ぬ
心
地
し

て
、
郡
の
恋
し
さ
ぞ
明
け

暮
れ
の
思
ひ
に
て
あ
ゆ
し
。
名
高
き
半
ば
の
月
を
さ

へ
隔
て
顔
な
る
雨
雲

刷
、
猶
晴
れ
や
ら
ず
。
二
千
里
の
外
の
故
人
の
心
も
か
く
こ
そ
ほ
、
と
り

あ
つ
め
て
も
の
あ
は
れ
な
（
り
）
。

と
、
都
を
恋
し
く
思
う
場
面
で
も
顕
著
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
こ
の
傍
線
部
分
は

は
、
「
自
氏
文
集
」
巻
十
四
（
八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
対
レ
月
憶
三
冗
九
一
）

に
典
拠
を
も
ち
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
に
も
と
ら
れ
た
、
「
三
五
夜
中
新
月
色
、

二
千
里
外
故
人
心
」
を
下
敷
き
に
し
て
は
い
る
が
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
次
の

須
磨
に
あ
っ
て
の
光
源
氏
の
回
想
場
面
と
関
連
す
る
と
み
て
よ
い
。

月
、
い
と
花
や
か
に
さ
し
出
で
た
る
に
「
今
夜
は
十
五
夜
な
り
け
り
」

と
お
ぼ
し
出
で
上
、
殿
上
の
御
遊
び
恋
し
う
、
「
所
々
、
な
が
め
給
ふ
ら



ん
か
し
」
と
思
ひ
や
り
た
ま
ふ
に
つ
け
て
も
、
月
の
か
は
の
み
、
ま
ば
ら

れ
給
ふ
。
「
二
千
里
の
外
故
人
の
心
」
と
詞
じ
給
へ
る
、
例
の
、
な
み
だ

A
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も
と
ゞ
め
ら
れ
ず
。
入
道
の
官
の
「
き
り
や
隔
つ
る
」
　
と
の
給
は
せ
し

程
、
い
は
ん
方
な
く
恋
し
う
、
を
り
〈
の
こ
と
思
ひ
出
で
給
ふ
に
、

「
よ
ゝ
」
と
泣
か
れ
給
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
須
磨
）

こ
の
「
口
ず
さ
み
」
と
「
源
氏
物
語
」
の
文
章
は
、
共
に
、
都
か
ら
離
れ
た
荒

涼
た
る
地
に
あ
っ
て
、
八
月
十
五
夜
の
月
を
眺
め
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
都
を
恋

し
く
思
う
場
面
で
あ
り
、
そ
の
感
情
を
、
「
白
氏
文
集
」
の
「
二
千
里
外
故
人

心
」
　
（
脚
と
⑳
）
の
詩
句
を
挿
入
さ
せ
て
感
傷
的
な
気
分
を
増
幅
さ
せ
て
い
る

点
か
ら
み
て
、
良
基
が
「
源
氏
物
語
」
の
先
の
場
面
を
想
起
し
て
、
記
述
し
て

い
た
と
み
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
入
道
の
官
の
『
き
り
や
隔
つ
る
』

と
の
給
は
せ
し
程
」
と
は
、
藤
歪
が
か
っ
て
源
氏
と
離
別
す
る
際
に
詠
じ
た

九
重
に
矧
剖
ベ
d
苛
っ
引
雲
の
上
の
月
を
は
る
か
に
思
ひ
や
る
か
な
（
賢
木
）

の
詠
歌
を
指
す
が
、
こ
の
月
を
霧
か
隔
て
る
さ
ま
も
、
先
の
「
口
ず
さ
み
」
の

伊
緑
川
と
様
子
を
同
じ
く
す
る
。

良
基
は
こ
の
後
も
、
「
内
裏
の
庭
も
、
さ
な
が
ら
田
面
に
続
き
て
、
稲
葉
の

山
も
遠
か
ら
ね
ば
、
又
帰
り
来
ん
都
の
頼
み
な
ら
で
は
待
つ
事
も
な
し
」
と
、

「
古
今
集
」
の
行
平
の
歌
を
介
し
て
、
都
へ
の
帰
還
を
切
望
し
て
い
た
が
、
八

月
末
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
足
利
尊
氏
が
尾
張
に
到
着
す
る
。
よ
っ
て
後
光
厳

天
皇
は
小
島
の
頓
宮
よ
り
垂
井
（
美
濃
国
不
破
郡
垂
井
）
　
へ
行
幸
す
る
こ
と
に

な
る
。
垂
井
の
頓
官
は
、
美
濃
の
守
護
土
岐
頼
康
が
造
っ
た
黒
木
の
御
所
で
あ

っ
た
と
い
う
。

こ
の
垂
井
に
あ
っ
て
、
良
基
た
ち
ほ
、
恐
怖
の
た
め
に
、
二
度
肝
を
ひ
や
し

て
い
る
。
一
つ
は
、
「
（
八
月
）
二
十
六
日
夜
、
近
江
の
凶
徒
ば
ら
、
蜂
臣
と
か

や
、
此
の
国
へ
打
ち
入
る
ペ
し
」
と
の
情
報
を
耳
に
し
た
と
き
で
、
人
々
は
右

往
左
往
し
て
、
大
へ
ん
な
騒
ぎ
と
な
る
が
「
暁
が
た
に
別
の
事
侍
ら
ぬ
由
」
を

告
げ
ら
れ
、
安
堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
汲
し
い
風
雨
の
賀

来
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

実
は
そ
の
風
雨
襲
来
の
以
前
の
九
月
三
日
に
は
、
尊
氏
が
現
爽
と
垂
井
に
到

着
、
良
基
は
、
頼
も
し
さ
と
仁
義
を
わ
き
ま
え
た
尊
氏
の
行
動
を
詳
細
に
記
す
。

そ
し
て
貧
陽
の
御
会
な
ど
が
あ
り
、
天
皇
と
良
基
の
携
鵡
返
し
の
贈
答
歌
が
記

録
さ
れ
る
。
そ
の
後
に
、
「
口
ず
さ
み
」
の
構
想
を
陪
示
す
る
暴
風
雨
の
こ
と

が
、
い
さ
さ
か
バ
ラ
ソ
ス
を
崩
す
ほ
ど
の
詳
細
さ
で
措
写
さ
れ
る
。
次
は
そ
の

一
節
で
あ
る
。

今
日
に
て
有
り
し
や
ら
ん
、
l
に
は
か
に
夙
い
み
じ
う
吹
き
出
で
て
、
幕

れ
行
く
ま
ま
に
物
も
見
え
ず
。
お
び
た
だ

木
ど
も
も
多
パ
吹
き
倒
し
、

四
方
の
叢
は
さ
ら
に

し
う
吹
き
ヰ
仇
ど
は
し
て
、
山
の

い
は
ず
、
（
輔
矧
両
日
カ

じ
。
－
雨
の
足
あ
た
る
所
は
、
皆
と
を
り
ぬ
ペ
く
は

降
り
出
で
て
、
神
鳴
り
ひ
ら

め
き
、
落
ち
か
か
る
心
地
し
ぺ
　
い
と
い
み

引
嘲
計
、
（
笥
矧
射
封

へ
ず
、
あ
は
た
だ
し
け
れ
ば
、

「
こ
は
い
か
な
る
事
に
か
」
と
、
又
心
惑

ひ
い
は
ん
か
た
な
し
。

こ
の
暴
風
雨
の
描
写
は
、
た
だ
ち
に
須
磨
の
巻
で
、
源
氏
が
三
月
朔
日
の
巳
の

日
に
御
楔
を
し
て
い
た
と
き
、
突
如
、
塾
来
し
た
雷
鳴
を
と
も
な
っ
た
、
次
の

暴
風
雨
の
場
面
を
想
起
さ
せ
る
。

八
百
よ
ろ
づ
神
も
あ
は
れ
と
思
ふ
ら
む
を
か
せ
る
罪
の
そ
れ
と
な
け
れ
ば

と
の
た
ま
ふ
に
、
に
は
か
に
風
ふ
き
出
で
ゝ
、
空
も
か
き
暮
れ
ぬ
。
御
祓

も
し
は
て
ず
、
た
ち
さ
あ
ぎ
た
り
。
「
ひ
ぢ
が
さ
雨
」
と
か
降
り
き
て
、

、
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：

い
と
、
あ
わ
た
ゞ
し
け
れ
ば
、
み
な
帰
り
給
ほ
ん
と
す
る
に
笠
も
と
り
あ

べ
骨
。
さ
る
心
も
な
き
に
、
よ
ろ
づ
吹
き
ち
ら
し
、
ま
た
な
き
夙
な
り
。



波
い
と
厳
し
う
立
ち
き
て
、
人
〈
の
、
足
を
そ
ら
な
り
。
海
の
面
は
、

◎

1

　

－

．

　

　

－

　

　

．

1

ふ
す
ま
を
張
り
た
ら
む
や
う
に
光
溝
ち
て
、
神
、
鳴
り
ひ
ら
め
く
。
落
ち

◎

1

1

1

1

－

1

－

利
月
利
心
瑚
U
で
辛
う
じ
て
…
…
な
は
止
ま
ず
鳴
り
み
ち
て
、
雨
の
足
、

あ
た
る
と
こ
ろ
通
り
ぬ
べ
く
、
は
ら
め
き
落
つ
。

こ
の
「
口
ず
さ
み
」
と
「
源
氏
物
語
」
の
暴
風
雨
の
描
写
を
比
較
し
て
み
る

と
、
「
肘
笠
雨
」
　
（
催
馬
楽
）
、
な
ど
の
典
拠
を
有
す
る
語
句
の
l
致
だ
け
で
な

く
、
川
と
◎
、
川
と
④
の
各
傍
線
部
分
な
ど
を
は
じ
め
、
「
口
ず
さ
み
」
は
、

「
源
氏
物
語
」
の
表
現
を
、
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
摂
取
し
、
そ
れ
を
適
当
に
ア

レ
ソ
ジ
し
て
文
章
を
仕
立
て
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
良
基
が
「
口
ず
さ
み
」
を
ど
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
で
執
筆

し
た
か
を
示
唆
す
る
重
要
な
箇
所
で
あ
り
、
看
過
で
き
な
い
。

な
お
、
良
基
達
は
、
暴
風
雨
の
最
中
、
垂
井
の
頓
官
は
黒
木
の
柱
で
強
く
な

く
て
不
安
で
あ
る
た
め
、
一
時
、
民
安
寺
（
滋
賀
県
垂
井
町
府
中
）
に
避
難
す

る
が
、
こ
の
住
居
移
動
も
、
光
源
氏
の
御
座
所
を
、
「
う
し
ろ
の
方
な
る
、
大

炊
殿
と
お
ぼ
し
き
良
に
、
う
つ
し
た
て
ま
つ
り
」
　
（
明
石
）
と
い
う
行
為
と
一

致
す
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

五

垂
井
の
行
官
に
、
突
如
襲
っ
た
呆
風
雨
が
治
ま
っ
た
後
、
足
利
義
詮
が
都
か

ら
到
着
、
い
よ
い
よ
尊
氏
ら
と
と
も
に
帰
京
の
途
に
付
く
。
途
中
、
敏
溝
寺

（
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
）
、
武
佐
寺
（
近
江
八
幡
市
武
佐
町
）
、
石
山
寺
（
大

洋
市
石
山
）
な
ど
に
立
ち
寄
り
、
も
と
の
内
裏
（
土
御
門
殿
）
に
入
り
、
久
し

ぶ
り
に
逢
う
人
々
と
の
歓
喜
の
描
写
が
綴
ら
れ
る
。

こ
の
郡
へ
の
還
幸
の
く
だ
り
に
は
、
「
源
氏
物
語
」
の
あ
る
場
面
を
強
く
意

識
し
て
記
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
あ
ま
り
な
い
。
第
一
部
、
第
二
部
と
は
相

達
し
て
、
尊
氏
や
義
詮
ら
の
ひ
き
い
る
軍
兵
の
絢
爛
た
る
行
列
の
様
子
な
ど
が

中
心
的
に
抽
写
さ
れ
る
。
た
だ
、
内
裏
に
入
っ
た
と
こ
ろ
の
、

百
数
も
見
L
に
か
は
ら
ず
、
典
侍
・
内
侍
さ
ぶ
ら
ふ
人
々
、
有
り
し
な

が
ら
の
面
影
め
づ
ら
し
と
い
ふ
も
、
猶
世
の
常
也
。
此
の
程
菱
か
り
つ
る

旅
寝
の
夢
残
り
な
く
て
、
今
は
い
は
ん
か
た
な
う
め
で
た
し
。
京
に
有
る

人
々
も
不
思
議
の
事
に
の
の
し
る
。

と
い
う
、
懐
し
い
人
々
と
の
再
会
の
場
面
は
、
源
氏
が
三
年
ぶ
り
に
京
に
帰

り
、
二
条
院
に
姿
を
現
し
た
時
の
、

二
条
院
に
お
は
し
ま
し
着
き
て
、
宮
こ
の
人
も
、
御
供
の
人
も
、
夢
の

心
地
し
て
行
き
あ
ひ
、
書
び
泣
き
も
、
ゆ
ゝ
し
き
ま
で
、
た
ち
騒
ぎ
た

り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
石
）

と
か
、
内
裏
に
現
れ
た
源
氏
を
見
て
、

女
房
な
ど
の
、
院
の
御
時
よ
り
さ
ぷ
ら
ひ
て
、
老
い
し
ら
へ
る
ど
も
は
、

か
な
し
く
て
、
今
更
に
、
泣
き
騒
ぎ
、
め
で
き
こ
ゆ
。
　
　
　
（
明
石
）

と
い
っ
た
、
一
連
の
シ
ー
ソ
を
想
起
さ
せ
は
す
る
が
、
表
現
な
ど
を
直
接
摂
取

し
た
気
配
は
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
、
「
源
氏
物
語
」
と
の
関
連
で
興
味
深
い
の
は
、
都
へ
遺
草
す

る
天
皇
の
行
列
を
見
物
す
る
群
衆
を
、
「
物
（
見
）
る
山
建
、
し
ぼ
ふ
る
人
さ

へ
立
ち
込
み
て
、
所
せ
き
ま
で
ぞ
有
り
し
」
と
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。「
L
は
ふ
る
ひ
」
　
「
L
は
ふ
る
ひ
人
」
は
、
「
源
氏
物
語
」
に
二
例
み
え
る

が
、
他
の
王
朝
文
学
に
用
例
の
な
い
珍
し
い
語
免
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
語

（13）

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
瞭
で
、
『
河
港
抄
』
が
「
柴
振
人
」
　
「
損
古
人
」

の
両
説
を
あ
げ
、
「
物
語
雨
蛙
老
躯
也
、
老
人
と
は
み
え
ざ
る
欺
」
　
（
阿
仏
房

説
）
と
す
る
は
か
、
「
原
中
最
秘
抄
」
　
「
紫
明
抄
」
　
「
仙
源
抄
」
な
ど
は
じ
め



多
く
の
古
注
釈
が
言
及
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
按
古
人
」
と
み
て

老
人
の
こ
と
、
「
柴
振
人
」
と
し
て
睦
者
、
「
咳
ふ
る
人
」
で
、
よ
く
咳
を
す
る

老
人
な
ど
の
諸
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
「
L
は
ふ
る
ひ
」
　
「
L
は
ふ
る
ひ
人
」
に
関
し
て
は
、
す
で
に
寺
本
直

（
〓
）

彦
氏
の
詳
細
な
考
察
が
あ
る
。
氏
は
、
「
源
頼
政
と
源
氏
物
語
」
の
項
で
、
摂

政
の
、

山
家
夏
述
懐
を

（人）

せ
く
と
な
き
谷
の
水
お
ち
を
と
た
え
て
わ
た
り
つ
ゞ
け
る
柴
ふ
る
ひ
人

（15）

（
草
根
集
・
巻
十
こ

を
見
出
し
た
程
度
で
、
こ
れ
も
歌
堰
か
ら
判
断
し
て
、
「
控
者
」
と
解
し
て
い

る
。

（16）

こ
の
ほ
か
、
良
基
は
「
さ
か
き
菜
の
日
記
」
で
、
貞
治
五
年
八
月
十
二
日
の

春
日
の
神
木
帰
座
の
際
の
様
子
を
記
録
し
た
と
こ
ろ
で
も
、

共
日
に
成
ぬ
れ
ば
、
都
の
中
ゆ
す
り
み
ち
て
、
物
み
る
も
の
、
あ
や
し

我
に
お
と
る
人
こ
そ
な
け
れ
山
里
に
な
つ
ぞ
ひ
き
を
る
L
は
ふ
る
ひ
ま
で

（
兢
政
集
）

の
歌
を
端
緒
に
し
て
、
「
源
氏
物
語
」
の
諸
本
問
の
本
文
の
ゆ
九
を
整
理
し
、

さ
ら
に
古
注
釈
な
ど
も
参
照
し
て
、
頼
政
が
「
L
は
ふ
る
ひ
人
」
を
「
腰
老
」

の
意
に
解
し
て
い
た
と
結
論
付
け
る
。
「
源
氏
物
語
」
に
は
、
賢
木
と
明
石
の

巻
に
「
L
は
ふ
る
ひ
」
が
み
え
る
が
、
明
石
の
巻
の
場
面
は
、
源
氏
が
琴
を
弾

く
と
こ
ろ
で
、
次
の
よ
う
に
措
写
さ
れ
る
。

か
の
岡
の
べ
の
家
も
、
松
の
ひ
ゞ
き
、
浪
の
音
に
あ
ひ
て
、
心
ば
せ
あ

る
若
人
は
、
身
に
し
み
て
お
も
ふ
べ
か
め
り
。
何
と
も
聞
き
わ
く
ま
じ
き

の
し
は
ふ
る
ひ
人
、

お
さ
め
、
み
か
は
、
た
び
し
、
か
は
ら
な
ど
ま
で
、

あ
L
を
そ
ら
に
て
、
六
條
殿
へ
と
は
し
る
。

と
、
「
L
は
ふ
る
ひ
人
」
を
登
場
さ
せ
る
。
良
基
の
符
学
趣
味
の
〓
鵜
が
示
さ

れ
て
い
て
興
味
深
い
。

京
へ
の
還
幸
の
際
に
は
、
あ
と
一
つ
、
石
山
寺
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
が
、

「
源
氏
物
語
」
と
関
連
す
る
。

又
の
日
は
空
も
晴
れ
て
、
人
々
皆
朝
衣
に
て
供
奉
（
す
）
。
武
佐
寺
に
御

着
き
あ
り
。
そ
れ
よ
り
石
山
へ
着
か
せ
給
ふ
。

本
堂
の
前
に
御
所
を
ま
う

こ
の
も
か
の
も
の
、
L
は
ぶ
る
ひ
人
も
、
す
ゞ
ろ
ほ
し
く
、
濱
風
を
引
き

あ
り
く
。

従
っ
て
、
良
基
は
、
先
の
見
物
人
を
「
L
は
ふ
る
人
」
　
（
諸
本
異
文
な
し
）
を

「
源
氏
物
語
」
を
意
識
し
て
と
り
だ
し
、
し
か
も
そ
の
語
義
を
、
「
物
見
る
山

陵
、
L
は
ふ
る
人
さ
へ
」
と
「
山
嘘
」
と
並
列
し
て
い
る
の
で
「
暁
老
」
と
み

な
し
て
い
た
ら
し
く
思
え
る
。

因
み
に
、
こ
の
「
L
は
ふ
る
ひ
人
」
は
、
摂
政
の
和
歌
に
は
み
え
る
も
の
の

和
歌
の
分
野
で
も
ほ
と
ん
ど
用
例
を
見
出
せ
ず
、
わ
ず
か
に
正
徹
に
、

谷
樵
夫

け
た
り
。
習
矧
矧
、
こ
こ
も
と
に
見
え
て
、
い
と
お
も
し
ろ
（
し
）
。

観
音
の
利
生
方
便
も
、
此
の
御
幸
に
は
、
い
と
ど
光
そ
ふ
ら
ん
と
め
で
た

し
。

こ
こ
で
琵
琶
湖
の
こ
と
を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
湖
な
ら
ぬ
海
」
と
す
る
の
は
、
「
源

氏
物
語
」
で
、
源
氏
が
石
山
寺
参
詣
の
帰
途
、
空
韓
に
逢
い
、
消
息
を
つ
か
わ

す
場
面
の
、一
日
は
、
ち
ぎ
り
し
ら
れ
L
を
、
さ
は
思
し
知
り
け
む
や
。

わ
く
ら
は
に
行
き
あ
ふ
み
ち
を
た
の
み
L
も
な
は
か
ひ
な
し
や
習
叫
矧

関
守
の
、
さ
も
う
ら
や
ま
し
く
、
目
ざ
ま
し
か
り
し
か
な
。
　
（
関
屋
）

の
歌
を
念
頭
に
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
「
潮
な
ら
ぬ
海
」
は
、
「
光
源
氏
一
部
連



（17）

歌
寄
合
之
事
」
や
「
源
氏
小
銃
」
で
も
、
関
屋
の
巻
の
寄
合
項
目
の
一
つ
に
掲

出
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
石
山
寺
と
い
え
は
、
例
の
、
石
山
寺
に
お
け
る
「
源
氏
物
語
」
執
筆

伝
説
、

石
山
寺
に
通
夜
し
て
こ
の
事
を
い
の
り
申
け
る
に
お
り
し
も
八
月
十
五

夜
の
月
湖
水
に
う
つ
り
て
心
の
す
み
わ
た
る
ま
⊥
に
物
か
た
り
の
風
情
空

に
う
か
ひ
け
る
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
海
抄
）

が
、
当
然
想
起
さ
れ
て
も
よ
い
が
、
良
基
は
そ
の
こ
と
に
は
二
言
も
触
れ
て
い

な
い
。
こ
の
「
源
氏
物
語
」
起
筆
の
石
山
寺
参
寵
伝
説
は
、
阿
仏
尼
・
為
家
以

（18）

前
、
さ
ら
に
鎌
倉
初
期
に
は
、
す
で
に
発
生
し
て
お
り
、
良
基
が
耳
に
し
て
い

た
可
能
性
は
十
分
あ
る
が
、
触
れ
て
い
な
い
。

こ
の
他
に
「
ロ
ず
さ
み
」
と
「
源
氏
物
語
」
と
の
関
連
で
は
、
「
又
当
座
の

い
た
づ
ら
事
は
、
中
〈
見
苦
し
う
と
て
、
皆
引
到
u
d
」
と
い
っ
た
筆
法
が

「
源
氏
物
語
」
に
頻
出
す
る
「
例
の
引
㌫
苛
」
の
筆
法
を
模
倣
し
た
も
の
、

「
峯
の
松
風
荒
ま
し
く
吹
き
お
ろ
し
」
な
ど
が
、
「
源
氏
物
語
」
特
有
の
風
の

吹
き
方
で
あ
る
「
荒
ま
し
」
を
取
り
込
ん
だ
も
の
、
良
基
が
坂
本
に
到
着
し
た

時
、
山
法
師
が
「
草
の
む
し
ろ
の
毘
う
ち
払
ひ
て
」
経
営
し
た
と
い
う
「
草
の

む
し
ろ
」
も
、
「
光
源
氏
一
部
連
歌
寄
合
」
で
若
紫
の
巻
の
寄
合
項
目
に
掲
出

さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
々
に
「
源
氏
物
語
」
を
意
識
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。こ
の
よ
う
な
語
彙
単
位
の
も
の
に
な
る
と
、
「
源
氏
物
語
」
か
ら
摂
取
し
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
他
に
も
若
干
認
め
ら
れ
る
が
、
痕
頬
に

な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

六

「
小
島
の
口
ず
さ
み
」
に
摂
取
さ
れ
た
「
源
氏
物
語
」
の
場
面
や
描
写
を
摘

出
し
、
若
干
の
コ
メ
ソ
ト
を
加
え
て
き
た
が
、
こ
の
検
証
に
よ
っ
て
、
「
口
ず

さ
み
」
の
成
立
に
と
っ
て
「
源
氏
物
語
」
が
い
か
に
重
要
な
背
景
を
な
し
て
い

る
か
が
、
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。
そ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
単
な
る
語
彙
や

表
現
の
受
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
口
ず
さ
み
」
の
作
品
と
し
て
の
構
想
と
緊
密

に
関
連
し
て
い
る
。

即
ち
、
そ
の
構
想
と
は
、
南
軍
の
京
都
侵
略
に
よ
っ
て
都
を
逃
れ
た
良
基

が
、
美
濃
の
小
島
の
頓
官
に
下
り
、
や
が
て
尊
氏
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
再
び
帰

還
し
て
き
た
一
連
の
行
程
を
、
「
よ
こ
ざ
ま
の
罪
」
に
あ
た
り
、
須
磨
・
明
石

に
下
り
、
流
離
の
苦
痛
を
舐
め
た
あ
と
、
再
び
郡
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
「
源

氏
物
語
」
の
光
源
氏
の
事
跡
と
を
交
響
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
構
想
論
は
、
特
に
、
「
口
ず
さ
み
」
と
「
源
氏
物
語
」
と
の
受

容
関
係
を
逐
一
検
証
し
て
の
発
言
で
は
な
い
が
、
「
口
ず
さ
み
」
の
成
立
に
言

及
し
た
杉
浦
清
志
氏
に
よ
り
、

罪
な
く
し
て
都
を
追
わ
れ
た
先
人
が
、
い
く
つ
も
の
苦
難
を
経
た
後
、

武
将
の
助
け
を
得
て
都
へ
帰
る
と
い
う
本
作
の
構
想
そ
の
も
の
が
、
『
源

氏
物
語
』
「
須
磨
」
「
明
石
」
両
巻
に
お
け
る
光
源
氏
の
流
寓
と
帰
還
を
枝

（19）

し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
の
意
見
が
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
首
肯
さ
れ
る
見
解
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
口
ず
さ
み
」
の
、
「
源
氏
物
語
」
を
前
層
さ
せ
た
構
想
を
、
先
の

検
証
事
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
再
度
検
討
し
て
お
く
。

「
口
ず
さ
み
」
の
冒
頭
は
、
「
源
氏
物
語
」
の
若
紫
の
巻
の
巻
頭
を
下
敷
に

し
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
良
基
が
、
ま
さ
し
く
「
梧
病
」
を
煩
っ
て
い



た
こ
と
と
関
連
す
る
。
し
か
し
、
若
紫
の
巻
と
重
ね
た
の
は
、
単
に
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
そ
こ
の
良
活
の
発
言
が
、
後
の
源
氏
の
須
磨
・
明
石
へ
下
る
伏
線

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
同
時
に
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

や
が
て
病
気
を
お
し
て
都
か
ら
小
島
の
頓
官
に
下
っ
て
ゆ
く
良
基
の
姿
は
、

須
磨
に
下
る
光
源
氏
の
身
さ
な
が
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
小
島
の
頓
官
に
あ
っ
て
も
良
基
は
、
「
げ
に
又
な
う
あ
は
れ
な
る

も
の
は
、
か
か
る
所
な
り
け
り
」
と
、
明
ら
か
に
須
磨
の
描
写
を
受
け
、
こ
の

地
を
源
氏
の
配
流
の
地
と
重
ね
て
い
る
。
雨
に
降
り
込
め
ら
れ
て
、
ひ
た
す
ら

都
を
恋
し
く
思
う
良
基
の
心
境
は
、
須
磨
の
地
に
あ
っ
て
、
郡
に
残
し
た
人
々

を
思
い
や
り
、
枕
も
浮
く
ば
か
り
医
す
る
源
氏
の
心
情
と
響
き
合
っ
て
い
る
。

そ
の
心
情
の
響
き
合
い
は
、
八
月
十
五
夜
の
月
を
眺
め
、
「
二
千
里
の
外
の
故

人
の
心
」
と
い
う
、
須
磨
の
巻
の
一
節
を
摂
取
し
た
あ
た
り
に
、
最
も
顕
著
に

現
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
一
連
の
構
想
を
、
享
受
者
側
に
も
強
く
印
象
付
け
る
の
は
、

雷
を
伴
っ
た
暴
風
雨
の
抽
写
で
あ
る
。

「
源
氏
物
語
」
に
お
い
て
、
こ
の
暴
風
雨
の
も
つ
烹
妹
は
、
極
め
て
重
要
で

あ
り
、

須
磨
に
さ
す
ら
う
源
氏
は
、
最
も
困
難
な
試
練
の
危
按
を
の
り
こ
え
る

ペ
く
、
卓
絶
し
た
シ
ャ
ー
マ
ソ
性
を
発
揮
す
る
。
あ
る
い
は
、
呪
的
な
シ

ヤ
ー
マ
ソ
性
を
賦
与
さ
れ
る
。
三
月
上
巳
の
紋
に
、
暴
風
雨
に
襲
わ
れ
る

の
は
、
神
的
な
も
の
の
源
氏
へ
の
暴
力
的
な
侵
入
で
あ
り
、
神
と
人
と
の

（20）

交
感
の
風
景
で
も
あ
っ
た
。

と
い
っ
た
見
解
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
の
当
否
は
さ
て
お
き
、
故
桐

壷
院
を
夢
の
中
で
見
て
、
院
よ
り
、
「
な
ど
、
か
く
あ
や
し
き
所
に
は
、
も
の

す
る
ぞ
」
　
「
住
吉
の
神
の
導
き
給
ふ
ま
上
に
、
は
や
、
舟
出
し
て
、
こ
の
浦
を

去
り
ね
」
と
促
さ
れ
、
須
磨
の
地
を
離
れ
、
明
石
に
向
う
契
機
と
な
る
。

一
方
、
郡
で
も
「
三
月
十
三
日
、
神
、
鳴
り
閃
め
き
、
雨
・
風
さ
あ
が
し
き

夜
」
、
朱
雀
帝
の
夢
に
放
桐
京
院
が
出
現
、
院
に
睨
ま
れ
た
帝
は
目
を
折
っ
て
、

源
氏
召
還
の
意
志
を
か
た
め
る
の
も
、
暴
風
雨
が
契
機
に
な
っ
て
い
る
。

「
口
ず
さ
み
」
の
中
で
は
、
故
桐
彙
院
に
該
当
す
る
も
の
は
い
な
い
が
、
強

い
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
杉
浦
氏
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
足
利
尊
氏
や
義
詮
と
で

も
い
え
よ
う
か
。

と
も
か
く
垂
井
の
頓
宮
を
襲
っ
た
暴
風
雨
は
、
良
基
た
ち
を
厳
し
い
試
練
に

遭
遇
さ
せ
る
と
同
時
に
、
ま
も
な
く
都
へ
還
辛
す
る
予
兆
と
し
て
の
意
味
を
も

っ
て
い
る
。

や
が
て
良
基
た
ち
は
、
後
光
厳
天
皇
を
拝
し
奉
り
、
尊
氏
た
ち
の
援
軍
を
得

て
、
見
事
に
郡
に
懸
址
す
る
。
そ
れ
は
三
年
の
辛
苦
の
歳
月
の
後
に
郡
に
帰
っ
　
一

て
き
た
光
源
氏
と
比
較
し
て
、
わ
ず
か
二
か
月
ほ
ど
の
短
期
間
で
は
あ
っ
た
　
1
0

が
、
自
分
達
の
帰
還
を
源
氏
の
そ
れ
と
重
ね
る
構
想
を
抱
い
て
記
し
て
い
た
こ
　
一

と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
良
基
は
、
「
源
氏
物
語
」
を
下
敷
き
し
た
、
こ
れ
ほ
ど
緊
密
な
構

想
を
、
執
筆
当
初
か
ら
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
口
ず
さ
み
」
の
末

尾
を
み
る
と
、
か
や
う
に
例
少
な
か
り
つ
る
世
の
式
、
後
の
物
語
り
に
も
と
思
ひ
て
、

あ
り
の
ま
ま
の
事
を
、
旅
寝
の
つ
れ
づ
れ
に
忘
れ
じ
と
、
畳
紙
の
端
な
ど

引
き
破
り
て
書
付
け
侍
る
事
も
、
い
と
見
苦
し
。
過
ぎ
行
く
方
は
忘
れ
難

き
な
ら
ひ
な
れ
ば
、
か
か
る
一
筆
の
こ
と
の
菜
も
、
自
ず
か
ら
忍
ぶ
革
の

種
と
は
な
ど
か
成
り
侍
ら
ざ
ら
む
。

と
、
執
筆
の
動
機
や
過
程
に
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
旅
中
に
お
い
て

折
々
の
出
来
事
や
感
想
を
畳
紙
な
ど
に
メ
モ
し
、
そ
れ
を
も
と
に
書
き
上
げ
た



こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
「
口
ず
さ
み
」
で
は
、
日
最
後
に
杖
文
と
し
て
、
「
此
の
草
子
は
、
小

島
に
て
書
き
た
り
し
ま
ま
な
る
、
あ
ま
り
に
い
ふ
ば
か
り
な
き
事
ど
も
多
し
。

歌
な
ど
（
引
）
直
す
ペ
し
。
銘
は
内
の
御
方
の
御
手
也
」
を
付
加
す
る
。
「
内

の
御
方
」
は
、
後
光
厳
天
皇
を
指
す
か
と
思
う
が
、
天
皇
に
こ
の
作
品
を
献
上

し
、
書
名
を
良
筆
で
頂
戴
し
た
ら
し
い
。

こ
の
後
光
厳
天
白
宍
進
覧
す
る
際
、
「
小
島
に
て
書
き
た
り
し
ま
ま
」
で
は

な
く
、
草
稿
や
メ
モ
に
手
を
加
え
、
加
筆
し
た
可
能
性
が
強
い
。
須
磨
に
配
流

さ
れ
た
源
氏
の
行
程
と
、
「
口
ず
さ
み
」
に
お
け
る
自
分
達
と
を
重
ね
よ
う
と

す
る
構
想
は
、
執
筆
当
初
か
ら
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
加
筆
の
際
に
一

段
と
明
確
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
証
拠
の
一
端
は
、
例
の
暴
風
雨
の
記
事
の
と
こ
ろ
で
、
九
月
九
月
の
翌

日
の
天
皇
と
の
艶
鵡
返
し
の
贈
答
歌
を
し
た
後
に
、
突
然
「
今
日
に
て
有
り
し

や
ら
ん
、
に
は
か
に
風
い
み
じ
う
吹
き
出
で
て
」
と
、
正
確
な
月
日
を
確
定
し

え
ず
、
回
想
的
に
挿
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
如
実
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
事
実
か
ら
す
る
と
、
先
に
検
証
し
た
、
「
源
氏
物
語
」
と
か
か
わ
る
描
写

表
現
の
な
か
に
も
、
後
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
こ
と
は
「
口
ず
さ
み
」
の
前
半
と
後
半
と
が
一
貫
性
に
欠
け
る
う
ら
み

（21）

が
あ
る
と
す
る
、
伊
藤
敬
氏
の
見
解
と
も
か
か
わ
る
。
氏
は
、
前
半
は
自
分
の

通
行
の
美
文
、
小
島
到
着
後
は
、
朝
夕
に
馴
れ
仕
え
る
主
上
と
自
分
と
の
こ
と

が
中
心
と
な
る
が
、
尊
氏
の
軍
兵
と
合
体
後
か
ら
還
幸
ま
で
は
、
天
皇
と
武
将

と
の
行
動
の
記
録
が
中
心
と
な
り
、
一
貫
性
が
な
い
と
す
る
。

確
か
に
、
「
源
氏
物
語
」
の
光
源
氏
の
須
磨
・
明
石
へ
の
配
流
と
重
ね
た
構

想
を
念
頭
に
、
「
口
ず
さ
み
」
を
読
ん
で
ゆ
く
と
、
前
半
の
あ
た
り
の
良
基
の

姿
は
、
同
時
に
光
源
氏
像
と
ダ
ブ
っ
て
い
る
が
、
後
半
に
な
る
と
、
源
氏
に
該

当
す
る
存
在
は
、
良
基
自
身
で
は
な
く
、
後
光
厳
天
皇
に
摩
り
替
っ
て
い
る
気

配
が
あ
る
。

天
皇
が
内
裏
に
帰
還
し
た
時
も
、
「
あ
り
が
た
か
り
け
る
聖
運
な
れ
ば
、
行

末
も
い
と
た
の
も
し
か
る
べ
き
事
に
こ
そ
」
と
し
、
さ
ら
に
九
月
還
幸
の
先
例

と
し
て
、
霊
亀
三
年
の
元
正
天
皇
の
美
濃
行
幸
を
引
き
合
い
に
出
し
、
「
九
月

の
仕
例
」
と
し
、
「
殊
に
め
で
た
し
と
ぞ
沙
汰
あ
り
し
」
と
記
述
し
て
い
る
。

こ
れ
は
恐
ら
く
、
都
へ
帰
還
し
た
源
氏
が
、
そ
れ
以
後
、
着
々
と
政
治
的
権

力
を
増
大
さ
せ
、
六
条
院
の
栄
華
を
築
き
あ
げ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

な
、
栄
光
を
き
わ
め
て
ゆ
く
、
そ
れ
を
「
堅
運
」
と
重
ね
、
後
光
厳
天
負
の
先

途
を
祝
賀
し
よ
う
と
企
図
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

「
口
ず
さ
み
」
の
執
筆
が
、
「
源
氏
物
語
」
の
須
磨
・
明
石
の
光
源
氏
の
流

浪
と
帰
還
を
重
ね
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
光
源
氏
に
は
良
基
自
身
よ
り

も
、
後
光
厳
天
皇
を
擬
し
、
同
時
に
天
皇
に
対
し
、
光
源
氏
の
ご
と
き
栄
華
を

予
祝
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
こ

の
「
口
ず
さ
み
」
が
、
天
皇
に
対
す
る
良
基
の
忠
誠
の
証
し
で
あ
る
と
と
も

に
、
南
北
朝
の
乱
世
に
生
を
営
む
良
基
の
、
平
和
な
御
代
を
希
求
す
る
悲
願
の

書
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

11
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王′三丁王子王事

昭
和
十
五
年
刊
行
の
太
洋
社
版
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。

北
海
道
教
育
大
学
人
文
論
究
　
第
四
十
二
号
、
昭
和
5
7
年
3
月
。

『
新
訂
宝
町
文
学
史
』
（
日
本
文
学
全
史
巻
六
）
。

『
連
歌
論
集
・
俳
論
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
所
収
本
に
よ
る
。

岩
波
文
庫
『
連
歌
論
集
上
』
所
収
本
に
よ
る
。

古
典
文
庫
『
良
基
連
歌
論
集
三
』
所
収
本
に
よ
る
。



（
7
）
　
寺
本
直
彦
著
『
源
氏
物
語
受
容
史
論
考
正
盟
に
も
、
良
基
と
「
源

′‾ヽ　　　（　　　　（
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氏
物
語
」
の
関
連
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
注
（
3
）
の
書
物
に
も
指
摘
が
あ
る
。

武
田
孝
編
著
『
源
氏
小
銃
高
井
家
本
』
に
依
拠
。

こ
の
「
小
野
」
に
関
し
て
は
、
小
林
正
明
氏
「
最
後
の
浮
舟
」
　
（
物

語
研
究
、
昭
6
1
・
4
）
に
詳
し
い
。

注
（
3
）
の
書
物
や
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ソ
著
『
百
代
の
過
客
』
な
ど
。

日
本
古
典
文
学
大
系
に
依
拠
。

玉
上
琢
再
編
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』
に
依
拠
。

『
源
氏
物
語
受
容
史
論
考
続
吊
』
。

『
私
家
集
大
成
中
世
Ⅳ
』
に
依
拠
。

群
書
類
従
巻
十
七
。

注
（
6
）
に
同
じ
。

注
（
1
4
）
の
著
書
な
ど
に
考
察
が
あ
る
。

注
（
2
）
の
論
考
。

関
根
賢
司
著
『
物
語
空
間
。
と
は
た
ち
の
森
へ
』
。

『
新
北
朝
の
人
と
文
学
』
。

－
　
岡
山
大
学
教
授
－
－

本
書
は
、
そ
の
角
筆
を
取
り
上
げ
、
一
般
向
け
に
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
著

者
の
角
筆
と
の
出
会
い
か
ら
長
年
の
研
究
成
果
ま
で
、
高
度
な
内
容
を
平
明
な

言
葉
で
記
し
て
お
り
、
読
者
を
自
ら
、

と
い
え
る
。

構
成
は
次
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
角
筆
の
世
界
」
に
導
い
て
く
れ
る
吉

角
筆
と
角
筆
文
献

第
一
話
　
王
朝
物
語
の
世
界

第
二
話
　
角
筆
文
字
と
の
出
逢
い

第
三
話
　
出
現
し
た
〝
幻
″
の
角
筆
用
具

第
四
話
　
埋
も
れ
た
北
九
州
の
文
化

第
五
話
　
角
筆
文
献
の
内
容
と
言
葉
の
性
格

12

A
全
員
近
著
紹
介
Ⅴ

『
角
垂
の
み
ち
び
く
世
界
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
芳
規
著

角
筆
と
は
、
毛
筆
が
主
な
筆
記
具
で
あ
っ
た
時
代
に
存
在
し
た
、
も
う
一
つ

の
筆
記
用
具
で
あ
る
。
と
が
ら
せ
た
先
端
で
紙
を
窪
ま
せ
て
書
く
た
め
、
目
立

ち
に
く
く
覚
え
書
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
毛
筆
を
晴
と
す
る
な
ら
、
角

筆
は
い
わ
ば
嚢
の
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

角
筆
の
言
葉

第
六
話

第
七
話

第
八
話

中
国
大
陸
へ

第
九
話

第
十
話

女
手
の
も
う
一
つ
の
世
界

王
朝
人
の
日
常
口
語
を
か
い
ま
み
る

俗
語
を
掘
り
起
す

角
筆
の
流
を
求
め
て

法
隆
寺
金
堂
壁
画
か
ら
中
国
店
先
の
壁
画
へ

－
　
絵
画
史
の
一
問
題
　
－

中
国
大
陸
二
千
年
前
の
古
代
へ

角
筆
文
献
一
覧
（
二
百
点
）

（
中
公
新
書
　
9
0
9
　
三
一
九
頁
一
九
八
九
年
一
月
二
五
日
発
行

中
央
公
論
社
刊
　
六
八
〇
円
）

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形




